
 

 

 

節分の行事食 
 

旧暦では立春が１年の始まりとさ
れ、立春の前日である節分には、無
病息災を祈って行う豆まきなど、新
しい年の厄をはらう行事がありま
す。 
節分に食べる太巻き寿司を「恵方

巻き」といい、その年の恵方を向い
て無言でお願いごとをしながら食べ
きると、縁起がよいとされていま
す。 
ご家庭で子どもと恵方巻きを作っ

て食べ、楽しく１年の健康と幸せを
お祈りしましょう。 

寒さが一段と増してきて、雪の便りも聞かれる 2月です。2月は節分がありますが、節分には季節を分

けるという意味があります。季節の変わり目には体調を崩しやすいので、気をつけるという意味もあ

ります。毎日の食事では栄養のあるものを食べて寒さを乗り切りましょう。 

節分を過ぎるともう「春」といわれますが、まだまだ寒い季節は続きます。あたたかくなったり、寒く

なったり「三寒四温」を過ぎて、少しずつ春に近づいていきます。子どもたちもだんだんと大きくなっ

てきて、お兄さん、お姉さんになってきましたね。 

食育だより 
実籾保育園 

子どもたちにとって一度に食べきるのは大変

ですよね。  

小さい子どもが食べる場合は、食べきりやす

いように細いものにしてあげても良いかもし

れません。  

くれぐれも喉に詰まらせないように注意

してください。ね。  

～今年の恵方巻の方角は～ 

『北北西 』です。 

大豆は『畑の肉』とも呼ばれています。 

それは、大豆が肉に匹敵する量のたんぱく質を含

んでいるからです。  

大豆はさまざまな食品に加工され、日々の食生

活に利用されています。  

豆腐、味噌、豆乳、煮豆、納豆、きな粉、ゆば

等、大豆食品は多岐にわたっています。  

加工品でもたんぱく質が多くとても体に良いの

で是非食卓に取り入れてみてください。  


